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はじめに
イ十膏の練和は適直,+:＼＼'l'LT.:量比の情が メーカーによ
;)加('されている.しか し本学附届出杵.調和iJT･では,
計量カ､ソブを使用して行肯J3よび水を容積.:汁量して.
混水lTt:_量比,JrH･佃1吊二把握することはなく紬和し.印
象にi巨人Lて.良好なftl,Ii里を製作している.
そこで本研究では容情計量による混水･T.'量比を.汁1.lJj
L,本学附属歯科診療所におをする石膏練和の実態を調
奔した.さ引 二本朕の菌軒桁牛 I:がJL封LJ-･したイ十膏と水
を重量計量して,練和する石膏の混水･T7:.量比,J'iHluJiL,
術首にいかなる臣判をIj･えるか/を検証した.
対象 および方法
級数 :附属歯科診療所の歯科衛生士10名
方法 :1.容積計厳法による計測
硬lTl膏と水はあL､)か じめ計量したもJ)を 卜記のごと
く川点し.これLt)から必要量,Jr使用することにした.
:.≡: ･ : :.H:.:I. ･-_JL:.;:･~一,I
ニーJL袋に小分けにしたもLJ)
二 ･',i量の水を入れたブラスチ､ソク容器 (.Jlくを加えて
石膏Lj)硬さを調整する際に仲川する1
イ十.･l封土tu)袋から必要量を使用しても{)い.木は卑
･=●.十･摘 一 日∴ - ･ト ト･‥ ･･ト…;
ふ取ってもら-,)た.
使用したイ十肯吊.-は 1の袋に代りた石膏LT.'量を計量し,
水の量は計量カリブで何杯滅入甘(-'たか.粧糾t用tに.喜Li
大してもらい.さ吊 二j,に桟･∴)た水U)量から調整に仲
帰した水の量を持出しこれを足して仲目した水の量と
し, 卜記U~)式に代人し.混水比を侶 I‖ノた.
I:.･_:二･. I.I. j･ ミ;･ :I. lll.:,那.: ･･
lO:i
2.重量計厳法による計測
Jlt;Il:眉キロ:.I:は日常化)Ilしている計量カtソブで石膏及
び木を採取 し,これを1`･Li千)iT:1;･‖)し､Iltl･川1irs社製1に
よ:)軒高t.量して混水比を侶_1､F.した.
結果および考察
容情計量法による計til町LJ:･は混水比は0.2(ト ().コIU-)範囲
に'JiL直して, 半均仙はい.L'コ.標準偏,1:-:0.01()であ･.)た.
荘川満了I:.卜1()/(IのJ)もtiI(-は律準(I-i,);,l:Aが().00～汀)､内で非
常に安')iLた故情が得を′｣‖ノた.
･T.二:l:.L計Fl:._-LIl_);･による計測では混水比は0.2(ド().rlに分lf;
して.13日.半均は0.22(SI):().()1二31であ;).容情詔.量
法による計測で得られた結果と近似するものであった暮
さ吊 二これは メー カーが指定寸引莞準混水比と帖LV)て
近い情であ :).本学附属商科診瞭所の困租借牛 卜は非
常に憧れたイ十iL;･糾用l感覚を保持していることが村i.帰E
から明らかに,+Lf-'た.
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